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賃金と-世間相場

ア
メ
リ
カ
の
賃
金
制
度
は
、
さ
す
が

に
現
実
主
義
に
徹
し
て
い
て
、
雌
間
相

場
と
明
確
に
連
動
す
る
形
で
賃
金
水
準

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
従
業
員
を

過
～
別
程
度
の
職
務
グ
レ
ー
ド
に
分
け

ま
す
。
次
に
「
職
務
グ
レ
ー
ド
に
属
す

る
代
表
的
な
職
務
を
い
く
つ
か
選
び
出

し
て
、
そ
の
職
務
の
世
間
相
場
賃
金
を

把
握
。
そ
し
て
そ
の
平
均
を
職
務
グ
レ
ー

ド
の
標
準
賃
金
と
し
て
設
定
」
（
「
最
新

ア
メ
リ
カ
の
賃
金
。
評
価
制
度
」
笹
島

芳
雄
）
し
ま
す
。

職
務
給
制
度
で
は
、
職
務
グ
レ
ー
ド

ご
と
に
賃
金
レ
ン
ジ
（
ｋ
限
、
下
限
を

設
定
す
る
）
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で

昇
給
管
理
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
賃
金

賃
一
圏
冨
慶

翻
っ
て
得
す
る

賃
金
を
決
め
る
理
論
は
色
々
あ
り
ま
す

が
、
｜
番
シ
ン
プ
ル
な
の
は
、
「
周
り
を

み
て
決
め
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
世
間

相
場
を
無
視
し
て
自
社
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル

を
定
め
る
と
、
無
用
の
摩
擦
が
生
じ
ま
す
。

低
す
ぎ
れ
ば
人
が
集
ま
ら
な
い
し
、
高
す

ぎ
れ
ば
人
件
費
の
無
駄
遣
い
に
な
り
ま
す
。

各
種
の
賃
金
デ
ー
タ
を
う
ま
く
活
用
し
ま

し
ょ
う
。レ
ン
ジ
は
、
世
間
棚
場
に
基
づ
く
標
準

賃
金
を
中
心
と
し
て
、
「
プ
ラ
ス
。
マ

イ
ナ
ス
卯
％
程
度
と
す
る
」
の
が
一
般

的
な
よ
う
で
す
。

日
本
の
職
能
給
の
場
合
、
む
し
ろ
賃

金
シ
ス
テ
ム
内
部
の
整
合
性
を
重
視
す

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
６
～
、
程

度
の
職
能
等
級
に
分
類
し
た
後
、
賃
金

カ
ー
ブ
の
起
点
と
ピ
ー
ク
を
考
慮
し
て
、

各
等
級
内
の
昇
給
ピ
ッ
チ
を
決
め
て
い

等
級
ご
と
に
水
準
管
理
を

職
能
給
も
「
市
場
重
視
」
へ

表 規模別の所定内賃金（平均額）

（単位：千円）

格
し
て
い
く
人
材
の
比
率
は
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
｜
番
低
い
職
能
等
級
で

入
社
し
て
、
一
審
上
と
は
行
か
な
い
ま

で
も
そ
れ
な
り
の
等
級
ま
で
昇
格
し
て

き
ま
す
。

欧
米
で
は
、
各
等
級
で
必
要
な
人
材

を
獲
得
す
る
の
が
原
則
で
、
日
本
に
比

べ
、
内
部
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
的
に
昇

100人 100～’３００～
全体 1`000人図分

未満 299人’999人

526.1 5８４２ 697.0558.7 ､517.1
部長相当

〔700.7ｺ〔559.6〕 〔507.4I 〔528.7ｉ 〔596.1〕

5０２２５９４３4８４２ 仁4４３９ 464-3
次長相豐

[520.9〕〔602.8〕〔441.7コ 〔47qO2〔491.8］

511-9423.7 119ｕ４ 408］ (147-6
課長相当

[390.4〕 [413.0二 1458.3ｺ 〔532.7：〔430.6〕

396.3係長 339.7 FI162 33010 3571

〔335.7〕 〔361.9ｺ 〔406.2ｺ主任 〔344.9コ 1317.9〕い
く
の
が
一
般
的
で
す
。
同
じ
人
間
が
、

１
等
級
か
ら
６
～
皿
等
級
ま
で
順
番
に

た
ど
っ
て
い
く
の
で
、
な
だ
ら
か
に
昇

給
し
て
い
く
よ
う
に
ピ
ッ
チ
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
昇
格
シ
ス
テ
ム
の
違
い
が
、

賃
金
決
定
の
仕
組
み
に
も
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
も
流
動
化
。

中
途
採
用
の
活
発
化
に
合
わ
せ
、
よ
り

世
間
相
場
に
着
目
す
る
必
要
性
が
一
百
国
害

て
い
く
で
し
ょ
う
。
日
本
生
産
性
本
部

で
は
、
毎
年
、
一
般
職
Ⅲ
か
ら
部
長
相

当
ま
で
８
段
階
に
分
け
た
賃
金
水
準
を

規
模
別
に
集
計
し
て
い
る
（
表
）
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

係長 280.〔 ｴ2９２０ ３１１７ 345-73002

〔284.8〕 [291-1〕 〔316.7ｺ 〔352.5〕主任１１ 〔304.0〕

漢249.8 2６６１ 2R６７2532 2352
一般職’

〔293.6〕〔255.6〕 [239.9M 〔248.7〕 [266.8ｺ

245.8＊230-［ *2２１９ 平2２６６ 23OＧ
一般職Ⅲ

[217.9〕 ｢223.7］ i2350ｺ [249.0ｺ〔228.7〕

1９６６ *2０２１ *2０６６ *２１５８*204.9
一般職Ⅲ

[196.6〕 〔2018］ 〔205.3コ 0212.3ｺr203.6］

閥〔〕内は前年調査の金額、＊：「今回調査の賃
金額」＞「前年調査の賃金額」のもの
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判例

高
年
齢
者
法
で
は
、
定
年
到
達
者
等

の
継
続
雇
川
制
度
の
整
備
を
求
め
て
い

ま
す
。
法
律
の
施
行
前
に
厚
生
労
働
省

は
想
定
問
答
集
を
公
表
（
平
成
焔
年
ｎ

月
）
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
次

の
よ
う
な
Ｑ
＆
Ａ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
Ｑ
本
人
と
収
業
主
の
間
で
労
働
条

件
の
合
意
が
で
き
ず
、
再
雇
用
を
拒
否

し
た
場
合
も
違
反
に
な
る
の
か
」

「
Ａ
定
年
退
職
者
の
希
望
に
合
致
し

労
働
鬚
櫟
で
含
意
⑳
必
要
な

継
続
勤
務
と
い
う
条
件
を
必
ず
満

た
す
必
要
は
な
い
と
判
示
し
ま
し

た
。 定
年
到
達
者
が
「
受
け
入
れ
が
た
い
」
と
感
じ
る
労
働
条
件
を
提
示

し
、
雇
用
継
続
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
会
社
は
高
年
齢
者

法
に
基
づ
く
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

杢
一
一
一
件
で
は
、
転
籍
と
い
う
条
件
に
同
意
し
な
か
っ
た
高
年
齢
者
が
、

法
違
反
と
訴
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
・
本
社

高
年
法
の
継
続
一
艫
用
義
務

本
人
拒
否
な
ら
退
職
へ

た
条
件
で
の
雁
川
を
義
務
付
け
る
も
の

で
は
な
く
、
高
年
齢
者
法
違
反
と
は
な

ら
な
い
」

し
か
し
、
会
社
の
対
応
に
「
誠
意
」

が
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
、
高
齢
者
が
こ

の
公
式
回
縛
で
納
得
す
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
本
事
件
で
、
会
社
側
は
「
㈹
歳

前
に
転
籍
し
、
閉
歳
ま
で
勤
め
る
（
岱

金
支
払
に
は
、
繰
延
型
と
一
時
金
型
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
）
」
、
「
帥
歳
で
雇

大

Ｎ
社
事
件

腕

地
方
裁

（
平
四
・
３
。

判
所

西
判
決
）

川
満
了
と
す
る
」
と
い
う
選
択
肢
を
提

示
し
ま
し
た
。
訴
え
を
起
こ
し
た
元
従

業
員
た
ち
は
、
い
ず
れ
の
条
件
に
も
不

満
足
で
回
答
を
留
保
し
た
た
め
、
会
社

は
「
印
歳
で
雇
用
満
了
」
を
選
択
し
た

も
の
と
し
て
退
職
処
理
し
ま
し
た
。

元
従
業
員
た
ち
は
、
転
籍
・
大
幅
な

賃
金
ダ
ウ
ン
を
受
け
入
れ
な
い
限
り
、

継
続
雇
用
を
認
め
な
い
と
い
う
仕
組
み

は
、
高
年
齢
者
法
の
趣
旨
に
反
し
て
い

る
と
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
裁
判

所
は
、
「
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
の

間
に
お
け
る
両
年
齢
昔
の
雁
川
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
岡
年
齢
者
が
意
欲
と

能
力
の
あ
る
限
り
年
齢
に
関
わ
り
な
く

働
く
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
い
う
趣
旨

に
反
し
な
い
限
り
、
事
業
主
は
多
様
か

つ
柔
軟
な
措
置
を
識
ず
る
こ
と
（
が
で

き
）
、
確
保
さ
れ
る
べ
き
雁
川
の
形
は
、

常
川
歴
川
や
短
時
間
勤
務
、
隔
日
勤
務

等
の
多
様
な
雇
川
形
態
を
含
む
も
の
と

解
す
る
一
と
判
示
し
ま
し
た
。

転
籍
に
関
し
て
も
、
「
事
業
主
と
転

魁 画

籍
先
と
の
間
に
同
一
企
業
グ
ル
ー
プ
の

関
係
と
と
も
に
転
籍
後
の
高
年
齢
者
の

一
肱
川
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
性
が

認
め
ら
れ
、
高
年
齢
者
法
で
定
め
る
継

続
雁
用
制
度
（
の
条
件
）
に
適
合
す
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
繰
延
。
一
時
金
型

を
選
択
す
る
と
崖
涯
賃
金
で
不
利
益
が

生
じ
ま
す
が
、
「
総
所
得
が
低
下
す
る

こ
と
の
み
を
も
っ
て
槙
ち
に
法
の
趣
旨

に
反
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
も

述
べ
て
い
ま
す
。

今
回
の
判
決
文
は
、
厚
生
労
働
省
の

行
政
解
釈
を
肯
定
し
つ
つ
、
従
業
員
側

の
不
満
を
一
蹴
し
た
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
「
本
件
制
度
は
、
的
％

近
い
従
業
風
が
加
入
す
る
労
組
の
合
意

が
得
ら
れ
、
現
に
こ
れ
ら
労
働
者
に
よ

る
選
択
制
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
労
使
の
協
議
・
工
夫
に
よ

る
制
度
と
評
価
で
き
る
」
と
述
べ
て
い

る
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

知
時
間
勤
務
や
転
籍
。
派
近
と
い
っ
た

不
満
足
な
条
件
し
か
示
せ
な
い
と
き
も
、

そ
れ
な
り
に
労
使
で
議
論
を
尽
く
す
等
、

合
理
的
な
制
度
づ
く
り
を
模
索
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

大
阪
地
方
裁

半
所

（
平
別
・
３
．
西
判
決
）

Ｎ

社

事

件
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70歳まで働ける助成金

ｎ
年
前
の
寅
料
を
め
く
っ
て
み
る
と
、

当
時
、
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
助
成
金

に
は
「
継
続
雇
用
制
度
導
入
奨
励
金
」

「
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
帥
歳
以
上
の
雇
用
継

続
制
度
を
導
入
し
、
一
定
数
（
当
時
６

％
）
の
商
齢
者
を
雁
川
し
て
い
る
と
、

結
柵
な
額
の
助
成
金
を
も
ら
え
ま
し
た
。

月
日
は
流
れ
、
今
や
高
齢
者
藤
川
が

法
律
で
義
務
化
さ
れ
る
時
代
で
、
法
定

ど
お
り
に
継
続
雇
用
制
度
を
整
備
し
て

も
、
も
ち
ろ
ん
、
助
成
金
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

昔
の
助
成
金
は
す
っ
か
り
姿
を
変
え
、

今
は
通
称
「
扣
歳
ま
で
働
け
る
助
成
金
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
助
成
金
に
は
、

、

経
営
者
の
中
に
は
、
高
齢
者
の
継
続
雇
用
を

充
実
さ
せ
る
場
合
、
「
何
か
使
え
る
助
成
金
が

あ
っ
た
は
ず
」
と
記
憶
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
パ
ン
フ
等
を
み

る
と
昔
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
違
い
で
す
。
「
定

年
引
上
げ
等
奨
励
金
」
に
改
称
さ
れ
、
「
兀
歳

ま
で
の
雇
用
を
推
進
す
る
」
助
成
金
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

奨
励
金
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
本
欄

で
は
、
①
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
、
中
小
企
業
（
雁
川

保
険
の
常
用
被
保
険
者
３
０
０
人
以
下
）

を
対
象
と
し
ま
す
。
奨
励
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け

①
巾
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
、

③
尚
年
齢
者
雇
用
モ
デ
ル
企
業
助
成
金
、

③
中
小
企
業
高
年
齢
者
雇
用
確
保
実
現

中
小
の
定
年
引
上
げ
支
援

短
時
間
勤
務
に
は
上
乗
せ

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
（
高
齢
者
の
受
け
皿

会
社
設
立
に
つ
い
て
は
省
略
）
。

や
定
年
等
引
ｋ
げ
の
１
年
前
か
ら
定
年

を
帥
歳
以
上
に
定
め
、
帥
歳
代
前
半

順
の
継
続
雇
川
制
度
を
整
備
し
て
い

る
。

◆
就
業
規
則
で
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置

を
講
じ
る

●
髄
歳
以
上
へ
の
定
年
引
上
げ

●
希
望
者
全
貝
対
象
の
而
歳
以
上
ま
で

の
継
続
雁
川
制
度
導
入

●
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
筋
歳
安

定
継
続
雇
用
制
度
※
の
導
入

※
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
ま
た

は
髄
歳
以
ｋ
を
終
期
と
す
る
有
期
労

働
契
約
に
よ
る
継
続
藤
川
を
い
い
ま

・－９．

●
定
年
の
廃
止

傘
奨
励
金
申
請
の
前
日
時
点
で
帥
歳
以

上
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
が
１
人
以

上
い
る

奨
励
金
の
金
額
は
、
実
施
し
た
制
度

の
種
類
、
定
年
等
の
設
定
年
齢
、
企
業

脱
模
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
別
掲
）
。

こ
の
ほ
か
、
「
高
齢
短
時
間
制
度
」

を
併
せ
て
導
入
。
対
象
者
が
出
た
場
合

に
は
、
別
掲
表
の
金
額
に
加
万
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
「
高
齢
短
時
間
制
度

（
多
様
な
労
働
時
間
制
度
上
と
は
、
㈹

磯
以
降
の
希
望
す
る
Ⅲ
以
降
に
、
通
常

勤
務
だ
け
で
な
く
、
短
時
間
労
働
（
一

般
労
働
者
の
所
定
労
働
時
間
の
４
分
の

３
未
満
で
、
か
つ
週
加
時
間
以
上
）
を

選
択
で
き
る
制
度
を
い
い
ま
す
。

短
時
間
勤
務
で
あ
っ
て
も
、
商
年
齢

荷
法
で
筏
務
付
け
る
「
継
続
雁
川
」
に

該
当
し
ま
す
。
本
人
が
希
望
し
、
労
働

時
間
に
見
合
う
低
い
賃
金
で
働
い
て
く

れ
る
の
な
ら
、
会
社
に
と
っ
て
も
損
の

な
い
話
で
、
制
度
の
整
備
を
前
向
き
に

検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

受
給
を
希
望
す
る
事
業
主
は
、
都
道

府
県
藤
川
開
発
協
会
を
経
由
し
商
齢
。

障
害
者
雇
用
支
援
機
構
に
申
請
し
ま
す

（
実
施
か
ら
１
年
以
内
）
。
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70歳まで働ける助成金

〔別掲〕中小企業定年引上げ等奨励金

１．６０歳以上65歳未満の定年を定めている事業主

支給金額

'1)定年の引上 (2)定年の３１１岩 (3)希望者全員を対象とする(4)定年の引上 (5)65歳安定継

げ（65歳以 げ（70歳以

M麓織騨繍川||吾l鰯il；
続雇用制度

上70歳未満） 上）又は定 の導入

作の定めの かつ希望者企業規模

廃止

象
歳
の
制

対
、
で
用
入

を
る
ま
一
展
導

員
す
上
続
の

全
と
以
継
度

継
度
導

定
制
て

安
用
せ

歳
一
雇
併

閲
続
を
入

６

1～９人 8０ 4０4０ 5０ 棚 卯

10～９９人 肌 1２０ 剛 7５ 910 3［

100～300人 8０ 1６０ 810 100 120 4Ｃ

２．６５歳以上70歳未満の定年を定めている事業主（60歳以上65歳未満の定年を定めている事

業主のうち１日定年が65歳以.上70歳未満である事業主を含む｡）

支給金額

企業規模 (1)定年の引上げ（70歳以上）又は定年の定 (2)希望者全員を対象とする70歳以上までの

継続雇用制度の導入めの廃化

1～９人 4Ｃ 剛

10～９９人 3０棚

100～300人 8０ 4０

3.60歳以上65歳未満の定年及び65歳以上70歳未満の希望者全員を対象とする継続雇用制度

を導入している事業主

支給金額

(1)希望者全員を対･象とする70歳以上までの継続雇用制度

の導入

(2)65歳安定継続雇用制度の

導入企業規模

(3)65歳安定継続雇用制度を(3)65歳安定継続雇用制度を

併せて導入併せて導入

1～９人 2０ 釦 1０

10～９９人 3０ 4月 1５

100～300人 4Ｃ 帥 卯

65歳前に契約期間が切れない契約形態を既に導入している事業主には(2)と(3)は支給しません。

企業規模

支給金額

(1)定年の引上

げ（65歳以

｣二70歳未満）

(2)定年の引|良

げ（70歳以

上）又は定

年の定めの

廃l上

(3)希望者全員を対象とする

70歳以｣二までの継続雇用

制度の導入（３を除く）

(4)定年の引上

げ（65歳以

-口0歳未満）

かつ希望者

全員を対象

とする70歳

以上までの

継続雇用制

度の導入

(5)65歳安定継

続雇用制度

の導入

1～９人 4０ 8０ 4０ 5０ 6０ 2０

10～９９人 6０ 120 6０ 7５ 9０ 3０

100～300人 8０ 160 8０ 100 4０

企業規模

支給金額

(1)定年の引上げ（70歳以上）又は定年の定

めの廃11全

(2)希望者全員を対象とする70歳以_'二までの

継続雇用制度の導入

1～９人 4０ 2０

10～９９人 6０ 3０

100～300人 8０ 4０

企業規模

支給金額

(1)希望者全員を対･象とする70歳以'二までの継続雇用制度

の導入

|隔繍iii総邇鬮鵬

(2)65歳安定継続雇用制度の

導入

1～９人 2０ 3０ 1０

10～９９人 3０ 4５ 1５

100～300人 4０ 6０ 2０
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一
回
ラ
樅
繁
蝦
辨
孵
騨
脚
鮮
脹
州
肌
叶
川
蕊
燗
・

一
じ
め
が
原
因
で
、
う
つ
に
な
っ
た
」
た
と
も
聞
き
ま
す
。
今
回
の
ケ
ー
ス
一

一
と
苦
情
を
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
も
、
当
社
に
責
任
が
あ
り
、
業
務
上
一

一
近
、
労
災
保
険
の
扱
い
が
変
わ
っ
て
、
災
害
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
（
パ
ワ
ー
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
と
は
、
「
上
司
が
職
権

を
濫
用
し
、
本
来
の
業
務
指
示
の
範
朋

を
超
え
、
個
人
の
人
格
を
侵
害
す
る
よ

う
な
言
動
を
行
う
」
こ
と
を
い
い
ま
す
。

従
来
の
労
災
認
定
基
準
（
「
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
等
に
係
る
業
務
上

外
の
判
断
指
針
」
平
ｕ
ｏ
９
・
辿
基
発

第
５
４
４
号
）
で
も
、
労
災
と
な
る
可

能
性
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

パ
ワ
ハ
ラ
で
「
う
ロ
発
症

と
家
族
が
業
務
と
災
害
の
申

請
を
求
め
て
き
た
が
瓢

新
基
準
で
認
定
基
準
明
確
化

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
な
か
な
か
認
定
に
至
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
実
情
で
し
た
。

そ
の
問
題
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
の
が
、
日
研
化
学
事
件
（
東
京
地
判

平
田
。
ｎ
．
通
）
で
す
。
労
基
署
長
は
、

家
族
の
「
労
働
者
の
自
殺
は
業
務
上
災

害
だ
」
と
い
う
訴
え
に
対
し
、
従
来
の

認
定
基
準
を
適
用
し
、
非
該
当
と
判
断

し
ま
し
た
。

心理負荷と労災

認
定
基
準
で
は
、
｜
「
職
場
に
お
け
る

心
理
的
負
荷
」
「
業
務
以
外
（
家
庭
内

等
）
の
心
理
的
負
荷
」
「
固
体
側
要
因

（
既
往
歴
、
性
格
傾
向
等
と
を
総
合
的

に
考
慮
し
て
、
業
務
起
因
性
の
有
無
を

判
断
し
ま
す
。
「
職
場
に
お
け
る
心
理

的
負
荷
」
が
「
強
」
と
認
定
さ
れ
な
け

れ
ば
、
業
務
起
因
性
は
薄
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

従
来
雨
パ
ワ
ハ
ラ
は
「
上
司
等
の
ト

ラ
ブ
ル
」
の
一
種
と
し
て
処
理
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
「
上
司
と
の
ト
ラ
ブ
ル
」

に
つ
い
て
は
、
修
正
す
べ
き
特
別
の
事

情
が
な
い
限
り
、
負
荷
強
度
は
「
中

（
Ｉ
か
ら
Ⅲ
の
３
段
階
の
Ⅱ
）
」
と
す
る

と
い
う
取
扱
い
要
領
が
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
労
基
署
長
も
「
淡
々

と
」
、
特
別
の
事
情
も
な
い
の
で
心
理

的
負
荷
は
「
中
」
で
あ
り
、
業
務
上
災

害
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
裁
判
所
は
正
反
対
の
結
論

を
下
し
ま
し
た
（
遺
族
勝
訴
）
。
厚
生

労
働
省
で
は
、
本
事
件
等
を
踏
ま
え
て

認
定
基
準
の
見
直
し
作
業
を
開
始
し
、

平
成
幻
年
４
月
６
日
付
で
改
正
を
実
施

し
ま
し
た
（
基
発
第
０
４
０
６
０
０
１

巨万）ｏ新
基
準
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
「
ひ
ど

い
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、
又
は
暴
行
を

受
け
た
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
今
回
改
正
で
は
、
新
た
に

ｕ
種
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
追
加
（
全
蝿

項
目
）
し
た
ほ
か
、
判
定
の
際
の
着
眼

点
も
詳
細
化
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
ど
い
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、
又

は
暴
行
を
受
け
た
」
場
合
、
修
正
す
べ

き
特
別
の
事
情
等
が
な
け
れ
ば
、
負
荷

強
度
は
「
強
（
３
段
階
評
定
の
Ⅲ
）
」

と
判
定
さ
れ
、
業
務
上
災
害
と
み
な
さ

れ
る
可
能
性
が
強
く
な
り
ま
す
。

お
尋
ね
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
自

社
内
で
家
族
等
も
出
席
し
た
う
え
で
、

改
正
後
の
認
定
基
準
に
照
ら
し
、
業
務

上
災
害
に
該
当
し
そ
う
か
否
か
覇
虚
心

に
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
負
荷
強
度
「
Ⅲ
」
と
は
、
「
人

生
の
中
で
ま
れ
に
経
験
す
る
強
い
心
理

的
負
濡
坦
を
指
し
ま
す
。
家
族
の
方
が
、

「
そ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な
い
」
と
納
得
し

て
く
れ
れ
ば
、
問
題
も
円
満
に
解
決
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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▽
。
ｑ
■
ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｐ
■
■
●
●
■
．
●
■
□
０
●
■
■
。
■
■
■
■
０
０
●
●
Ｕ
０
０
ｑ
■
６
■
■
■
６
■
■
６
■
Ｐ
■
■
０
■
０
０
■
９
０
■
０
□
。
■
⑩
、
■
●
□
Ｇ
０
ｄ
０
０
ｇ
■
■
■
‐
０
■
Ⅱ
■
■
ｐ
、
０
０
０
■
曰
０
■
０
■
■
■
■
０
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
０
□
■
Ｂ
●
■
■
０
□
Ｏ
Ｐ
Ｏ
■
■
□
Ｂ
●
０
５
．
０
０
□
Ｇ
ｄ
０
ｑ
■
■
０
■
■
０
０
■
■
０
０
０
０
－
－

Ｑ
》
当
社
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
ィ
か
ら
休
憩
に
す
る
か
も
従
業
員
の
決

ム
制
を
採
川
し
て
い
ま
す
が
、
定
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
と
い
う
意
見
が

一
休
憩
時
間
は
午
後
０
時
か
ら
１
時
間
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

で
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
フ
レ
ッ
か
。

ク
ス
」
の
趣
旨
か
ら
い
え
ば
、
何
時

休
憩
時
間
は
、
基
本
的
に
は
一
斉
に

与
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
（
労
基
法

第
拠
条
第
２
項
）
。
一
斉
付
与
の
単
位

は
、
作
業
場
単
位
で
な
く
、
事
業
場
単

位
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
（
昭
皿
・
９
．

週
基
発
第
町
号
）
。

一
つ
の
事
業
場
内
で
通
常
の
労
働
時

間
制
で
働
く
従
業
員
と
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
従
業
員
が
混
在
す
る
場
合
に

は
、
も
ち
ろ
ん
、
休
憩
時
間
を
統
一
す

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
採

れ
ば
従
業
員
は
い
つ
で
も
休

憩
に
入
れ
る
か

〒
斉
付
与
の
対
象
か
ら
除
外
を

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
従
業
員
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

が
適
用
さ
れ
て
い
る
事
業
場
で
も
、
特

段
の
定
め
の
な
い
限
り
一
斉
付
与
が
本

来
あ
る
べ
き
姿
で
す
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
は
「
始
業
及
び
就
業
の
時
刻
を

労
働
者
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
る
」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
休
憩
時
間
に
関
す

る
特
例
は
あ
り
ま
せ
ん
（
労
基
法
第
躯

条
の
３
）
。
休
憩
時
間
は
、
ヨ
ア
タ
イ 労働時間の自主決定

ム
中
に
定
め
る
」
（
昭
侭
・
３
．
ｕ
基

発
第
１
５
０
号
）
の
が
原
則
と
な
り
ま

す
。し
か
し
、
休
憩
の
一
斉
付
与
に
は
例

外
が
あ
り
ま
す
。
第
１
は
噸
業
の
種
類

に
基
づ
く
も
の
で
、
運
送
業
、
商
業
、

金
融
。
保
険
業
、
映
画
の
製
作
等
の
事

業
、
郵
便
業
、
医
療
。
保
健
衛
生
業
、

旅
館
・
飲
食
店
業
、
宮
公
署
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
ま

す
（
労
基
則
第
虹
条
）
。

第
２
は
、
労
使
協
定
に
雄
づ
く
も
の

で
す
。
過
半
数
労
組
（
な
い
と
き
は
過

蕊
務
を
負
い
ま
す
。
本
社
の
み
で
な

第
１
種
衛
生
管
理
者
・
衛
生
工
学

業
種
を
問
わ
ず
衛
生
管
理
者
の
選
任
●
工
業
的
業
献

▽
衛
生
管
理
者
免
許
△

従
業
旦
加
人
以
ｋ
の
螂
染
場
は
、

ま
せ
ん
。

所
等
で
も
印
人
以
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

く
、
支
社
・
営
業
衛
生
管
理
者
免
許
の
保
持
者
、
医
師
、

生
管
理
者
を
選
任

第
１
種
・
第
２
種
衛
生
管
理
者
．

ｋ
な
ら
独
立
に
術
●
非
正
業
的
業
靴

し
な
け
れ
ば
い
け
衛
生
正
学
衛
生
播
理
者
免
許
の
保
持

原
則
と
し
て
一
「
躯

ま
せ
ん
。

衛
生
管
理
者
は
、
ン
ト
等

半
数
代
表
者
）
と
協
定
を
結
べ
ば
、
一

斉
付
与
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
業

で
も
、
休
憩
を
ず
ら
せ
て
与
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
協
定
で
は
、
「
一
斉
に

休
憩
を
与
え
な
い
労
働
者
の
範
囲
及
び

当
該
労
働
者
に
対
す
る
与
え
方
」
を
定

め
ま
す
（
労
基
則
第
咀
条
）
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
場
合
、
輪

番
制
で
休
憩
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
「
各
円
の
休
憩
時
間
の
長
さ
を

定
め
、
そ
れ
を
取
る
時
間
帯
は
労
働
者

に
ゆ
だ
ね
る
」
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
前
掲
通
達
）
。

業
場
呼
屈
の
者
」
で
、
次
の
資
格
を

保
有
し
て
い
る
人
で
な
け
れ
ば
い
け

春
、
医
師
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
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現
在
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
免
許
制

度
の
見
直
し
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
法
律
上
、
免
許
が
な
け
れ
ば
従
事

で
き
な
い
業
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
中
小
レ
ベ
ル
で
は
有
資
格
者
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
受
験
資
格
要
件
の
緩
和
、

免
許
区
分
の
統
合
等
を
実
施
し
、
資
格

を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

安
衛
法
で
は
、
衛
生
管
理
者
（
７
ペ
ー

ジ
社
労
用
語
参
照
）
、
ガ
ス
溶
接
・
エ
ッ

ク
ス
線
作
業
主
任
者
、
各
種
ボ
イ
ラ
ー

技
師
。
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
上

等
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

免
許
保
持
者
を
選
任
す
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
作
業
環
境
測
定

士
、
労
働
・
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

関
し
て
も
試
験
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次

の
よ
う
な
点
で
す
。
第
１
は
、
受
験
要

件
の
緩
和
で
す
。
大
部
分
の
免
許
は
、

免
許
試
験
受
験
時
に
一
定
の
「
実
務
経

験
」
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
業
務
を
担
当
す
る
う
え
で
実

務
経
験
は
重
要
で
す
が
、
資
格
を
有
さ

な
い
従
業
員
は
実
務
経
験
を
積
む
機
会

が
少
な
い
と
い
う
矛
盾
が
存
在
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
試
験
合
格
後
、
免
許
交

付
時
ま
で
に
必
要
な
実
務
経
験
が
あ
れ

ば
可
と
す
る
」
と
い
う
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
２
の
課
題
は
、
免
許
試
験
の
区
分

見
直
し
で
す
。
免
許
制
度
は
昭
和
側
年

代
か
ら
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
が
、
時
代
の
推
移
に
つ
れ
、
取
得

ニ
ー
ズ
が
減
少
し
た
も
の
も
存
在
し
ま

す
。
受
験
数
が
少
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
廃
止
・
統
合
の
可
否
を
検
討
し
ま

す
。第
３
は
、
試
験
の
利
便
性
の
問
題
で

す
。
現
在
、
全
国
７
カ
所
の
安
全
衛
生

技
術
試
験
協
会
で
試
験
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
交
通
の
便
が
良
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
他
県
で
の
出
張
試
験
等
も

和
等
を
検
討

日
本
経
団
連
の
「
２
０
０
９
年
３
月

初
任
給
調
査
」
に
よ
る
と
、
初
任
給
を

据
え
置
き
と
し
た
企
業
割
合
は
師
・
０

％
に
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。
前
年
（
妃

年
）
の
駆
・
０
％
と
比
べ
る
と
、
実
に

弱
・
０
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
ピ
ー
ク
は
旧
年
の
皿
。
０

％
で
し
た
が
、
そ
れ
に
近
い
水
準
に
達

し
て
い
ま
す
。

初
任
給
凍
結
企
業
の
増
加
を
受
け
、

全
体
の
伸
び
率
も
急
速
に
鈍
化
し
て
い

ま
す
。

●
大
卒
・
事
務
系
…
加
万
８
３
０
６
円

（
前
年
比
０
・
的
％
増
）

●
同
。
技
術
系
…
…
加
万
９
７
５
２
円

（
同
０
．
，
％
増
）

●
短
大
卒
・
事
務
系
…
Ⅳ
万
３
６
０
１

円
（
同
０
．
週
％
増
）

●
同
。
技
術
系
…
…
Ⅳ
万
５
６
７
３
円

（
０
．
岨
％
増
）

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
間
実
技
教
習

施
設
の
借
り
上
げ
等
の
抜
本
的
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
高
卒
。
事
務
系
…
皿
万
３
０
３
８
円

（
同
０
．
垣
％
増
）

●
同
。
技
術
系
…
…
咽
万
３
７
０
８
円

（
０
．
週
％
増
）

大
卒
・
事
務
系
を
み
る
と
、
製
造
業

が
加
万
９
９
６
９
円
に
対
し
非
製
造
業

が
加
万
６
０
４
８
円
で
製
造
業
が
優
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
大
卒
。
事
務
系
で
、
３
０
０

０
人
以
上
規
模
を
１
０
０
と
す
る
と
、

５
０
０
～
９
９
９
人
は
”
。
２
の
水
離
云

１
０
０
人
未
満
は
１
０
２
．
４
の
水
準

で
、
規
模
間
格
差
の
逆
転
現
象
が
み
ら

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
本
調
査
は
ｎ
本
経
団
連
企

業
会
員
と
東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業

を
対
象
と
す
る
の
で
、
業
種
別
。
規
模

別
の
デ
ー
タ
が
必
ず
し
も
全
国
企
業
の

実
態
を
表
す
も
の
で
な
い
点
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
虹
年
度
中

に
最
終
案
を
ま
と
め
、
法
改
正
に
つ
な

げ
る
予
定
で
す
。


